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オープンデータを公開できたら、そこで終わりではなく、次は、データ内容を新しくしたり、
公開するデータを増やしていく取り組みが大切になります。

この章では、オープンデータを継続していくための取り組みとして、公開したデータの内容を
更新する作業や、オープンデータを拡充していく作業についてご説明します。
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公開データの内容に合わせて、データを新しいものにしていくことが望ましいです。

データの内容によって、データの更新方法や、更新のタイミングは異なります。
そこで、データの内容に応じて、更新方法や更新タイミングを決める必要があります。

例えば、AED設置場所は、データの内容を新しいものに置き換えていく方法がよいと思われま
す。
一方で、人口などの情報では、過去のデータも利用される可能性があるため、新しいデータに
置き換えるのではなく、追加していく方法が有効な場合があります。

また、更新タイミングもデータの内容によって異なります。
イベント情報は、随時追加が発生します。しかし、そのたびにオープンデータを更新していく
のは大変です。
そこで、例えば１ヶ月に1回など、定期的な周期を決めて、オープンデータを更新していくこと
が現実的と思われます。

また、人口などの統計情報では、元となる情報が定期的に整備されます。
そこで、オープンデータも、元となる情報の更新に合わせて、オープンデータの更新を行うこ
とが良いでしょう。
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更新頻度については、内閣官房でアンケート調査を行っていますので、参考になるかと思いま
す。
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次に、オープンデータをより良くしていくための取り組みです。

オープンデータを追加して、データの数を増やすこと以外にも、オープンデータの改善の観点
があります。

例えば、すでに公開しているデータについて、さらに情報の内容を増やしたり、新たなファイ
ル形式でデータを公開する、といった取り組みも有効です。
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すでに公開しているデータについて、さらに情報の内容を増やす場合の例です。

例えば緯度、経度は、当初は内容の整備が難しいかもしれません。
その場合、そのような項目は空白のまま、いったんはデータを公開し、その後、整備できた項
目から埋めていく、といった方法で進めることも有効です。
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次は、公開しているデータのファイル形式を追加する場合の例です。

こちらも、最初は簡単に準備できるファイルとして、PDF形式のファイルを公開します。

その後、同じ内容でも、より使いやすいデータとして、CSV形式のファイルを公開することも可
能です。

すべてを最初にとりそろえておく必要はありませんが、一方で、一度、オープンデータを公開
したら、それで終わり、ではありません。
継続して、データ内容を新しくしたり、公開するデータを増やしていく取り組みが大切になり
ます。
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幅広く利用されるオープンデータとしていくために、公開しているデータを、いくつかの観点
で見直すことも有効です。

その際は、見直す観点をあらかじめ整理しておくとよいでしょう。

例えば、欲しいデータが探しやすくなっているか。
この観点では、ファイル名から、データの中身が分かりやすいか、スマートフォンで見た場合
でも、見やすくなっているか、などの具体的な観点があります。

このように、確認する観点をあらかじめ整理しておけば、当初公開した際の職員が異動になっ
ても、部署内で継続した取り組みを進めやすくなると考えます。
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